
６
月
29
日
に
行
な
わ
れ
た
第
一
期
明
治
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株

式
会
社
の
株
主
総
会
に
、
明
治
乳
業
争
議
支
援
共
闘
会
議
、
明
治

乳
業
争
議
団
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
人
の
株
主
と
し
て
企
業
の
健
全
な

発
展
を
求
め
る
立
場
か
ら
連
名
で
事
前
質
問
書
を
提
出
し
て
い
ま

し
た
。

し
か
し
、
明
治
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
は
ま
っ
た
く
誠
意
の
な
い

回
答
に
終
始
す
る
ば
か
り
か
、
強
引
な
総
会
運
営
に
議
場
が
混
乱
、

怒
号
が
飛
び
交
い
、
株
主
か
ら
の
質
問
を
一
方
的
に
無
視
し
、
終

了
を
宣
言
。
役
員
は
会
場
か
ら
逃
げ
る
よ
う
に
退
場
し
ま
し
た
。

回
答
は
真
実
に
背
を
向
け
、
都
合
の
良

い
と
こ
ろ
を
一
方
的
に
主
張
す
る
も
の
！

現
在
、
子
会
社
「
明
治
乳
業
」
の
労
働
争

議
は
、
25
年
が
経
過
し
た
市
川
工
場
事
件
と

16
年
目
の
全
国
事
件
が
あ
り
ま
す
。

先
行
し
た
市
川
事
件
で
は
、
東
京
高
裁
は

明
治
乳
業

の
不
当
労

働
行
為
意

思
に
よ
る

「
有
意
な

格
差
」
を

判
事
・
事

実
認
定
し

て
い
る
の

で
す
が
、

高

裁

は

「

時

効

（
除
斥
期
間
）
」
を
持
ち
出
し
て
、
救
済
命

令
を
出
さ
な
か
っ
た
だ
け
で
す
。

会
社
の
回
答
は
、
こ
う
し
た
事
実
認
定
を

無
か
っ
た
こ
と
と
し
て
一
方
的
に
最
高
裁
の

「
上
告
棄
却
」
を
繰
り
返
し
た
に
過
ぎ
ま
せ

ん
。
最
高
裁
は
会
社
が
「
正
し
か
っ
た
」
な

ど
と
決
し
て
述
べ
て
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。ま

た
、
酪
農
を
守
る
立
場
か
ら
の
「
乳
価
」

問
題
で
も
、
生
産
者
の
立
場
た
っ
て
考
え
る

視
点
が
ま
っ
た
く
な
い
、
「
儲
か
れ
ば
何
で

も
あ
り
」
の
傲
慢
な
企
業
姿
勢
の
形
式
的
な

回
答
に
、
「
こ
れ
じ
ゃ
ー
、
会
社
は
消
費
者

か
ら
も
見
放
さ
れ
る
」
な
ど
、
会
社
の
先
行

き
を
疑
問
視
す
る
声
が
会
場
か
ら
聞
か
れ
ま

し
た
。

明治乳業争議支援共闘会議(03-5606-5285) 明治乳業争議団(047-332-5698)

E-mail:mjnyu88sgd@wing.ocn.ne.jp ホームページ 明治乳業争議団〓検索

事
前
質
問
書
は
真
摯
に
明
治
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
の
発
展
を
願
う
も
の
！

事
前
質
問
書
は
、
「
明
治
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
が
健
全
な
企
業
活
動
を
土
台
に
国
際
的

な
飛
躍
を
果
た
す
た
め
に
も
」
と
し
て
次
の

こ
と
を
求
め
て
い
ま
す
。

第
一
は
、
「
安
全
・
安
心
」
を
求
め
る
消

費
者
の
期
待
に
応
え
る
健
全
な
企
業
活
動
を

誠
実
に
行
な
う
こ
と
。

第
二
は
、
子
会
社
「
明
治
乳
業
」
の
異
常

な
企
業
体
質
の
象
徴
と
な
っ
て
い
る
労
働
争

議
の
全
面
解
決
に
向
け
、
親
会
社
「
明
治
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
」
の
責
任
で
解
決
交
渉
の
場

を
直
ち
に
設
定
す
る
こ
と
。

第
三
は
、
引

き
続
き
危
機
的
状
況
に
あ
る
国
内
酪
農
を
守

り
、
企
業
活
動
の
基
盤
を
支
え
る
パ
ー
ト
ナ
ー

と
し
て
育
成
す
る
た
め
に
も
。
「
乳
価
引
き

上
げ
」
な
ど
酪
農
家
の
切
実
な
要
望
に
対
応

す
る
こ
と
。

以
上
の
観
点
か
ら
二
十
二

項
目
の
質
問
に
回
答
を
求
め

て
い
ま
す
。

第
一
回
・
明
治
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

株
主
総
会
が
行
な
わ
れ
る
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株主総会で明らかになった「企業の社会的責任」の放棄



今
年
の
５
月
９
日
、
明
治
乳
業
関
東
工

場
で
、
二
一
才
の
臨
時
女
性
従
業
員
が
犠

牲
と
な
る
死
亡
災
害(

昇
降
機
に
挟
ま
れ)

が
発
生
し
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
２
月
に
も
子
会
社(

明
治

ロ
ジ
テ
ッ
ク)

で
、
女
性
労
働
者
の
死
亡

災
害(

リ
フ
ト
と
壁
の
間
に
挟
ま
れ)

が
あ
っ

た
ば
か
り
で
す
。

過
去
に
は
、
守
谷
工
場
、
京
都
工
場
、

稚
内
工
場
、
市
川
工
場
、
神
奈
川
工
場
と

「
こ
れ
で
も
生
命
と
健
康
を
育
む
食
品
企

業
な
の
か
」
と
疑
わ
ざ
る
を
得
な
い
ほ
ど

死
亡
災
害
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
ま
す
。

先
般
の
明
治
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
の
第

一
回
株
主
総
会
で
は
、
株
主
の
質
問
に

田
中
取
締
役
は
、
「
３
０
０
名
を
超
え
る

従
業
員
が
お
通
や
、
告
別
式
に
参
加
し
た
。
」

「
遺
族
に
は
真
摯
に
対
応
し
て
い
る
」

「
ご
遺
族
に
哀
悼
の
意
を
さ
さ
げ
て
い
ま

す
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
失
わ
れ
た
命
は
二
度
と
帰
っ

て
き
ま
せ
ん
。

安
全
・
安
心
な
職
場
は
、
労
働

争
議
の
解
決
か
ら
生
ま
れ
ま
す

職
場
の
中
で
「
も
の
が
言
え
な
い
」
労

務
管
理
の
下
で
は
、
同
じ
よ
う
な
災
害
が

必
ず
起
き
る
と
私
た
ち
は
会
社
に
何
度
も

指
摘
し
、
改
善
を
求
め
て
き
た
に
も
関
わ

ら
ず
明
治
乳
業
は
そ
う
し
た
声
を
無
視
し
、

改
善
を
求
め
る
労
働
者
を
不
当
な
イ
ジ
メ

や
、
差
別
、
人
権
侵
害
を
長
年
に
渡
っ
て

行
な
っ
て
き
た
の
で
す
。
そ
れ
が
２
５
年

も
続
く
現
在
の
労
働
争
議
で
す
。
職
場
の

中
で
働
く
多
く
の
労
働
者
は
２
５
年
に
も

及
ぶ
争
議
の
成
り
行
き
を
じ
っ
と
見
守
っ

て
い
る
の
で
す
。
「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
た
か
ら
と
い
っ
て

労
働
者
か
ら
「
素
直
な
意
見
」
が
発
せ
ら

れ
る
労
務
管
理
に
無
い
の
で
す
。
イ
ジ
メ

が
待
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
会
社
が
信
頼

で
き
な
い
の
で
す
。

会
社
が
本
当
に
「
労
働
災
害
の
撲
滅
に

取
り
組
む
の
な
ら
」
、
「
健
全
な
企
業
運

営
を
求
め
る
の
な
ら
」
、
一
日
も
早
い
争

議
解
決
を
図
る
べ
き
で
す
。

そ
れ
が
、
い
ま
一
生
懸
命
に
働
く
従
業

員
の
信
頼
に
つ
な
が
り
、
こ
れ
ま
で
労
働

災
害
で
犠
牲
と
な
っ
た
人
た
ち
へ
の
最
大

の
「
哀
悼
の
意
」
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

◎

遺
族
に
対
し
て
誠
意
を
も
っ
て
対
応
し
、
完
全
な
補
償
を
行
う
こ
と

◎

事
故
の
原
因
を
徹
底
究
明
し
、
内
容
は
全
て
、
速
や
か
に
明
ら
か
に
す

る
こ
と

◎

全
社
的
に
緊
急
職
場
点
検
を
行
い
、
安
全
対
策
、
教
育
実
習
、
現
場
の

声
に
基
づ
く
人
員
配
置
の
見
直
し
等
を
行
う
こ
と
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